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基本方針１．    まち全体を考え、全員参加による環境づくりを進める

個別目標１．    環境づくりの枠組み・仕組み・体制を整備しよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

228 12,952 15,125

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

環境基本計画推進事業 　関係各課で構成する庁内
環境会議を開催し、令和３年
度の推進状況を検証すると
ともにより効率的な施策の
推進を図るための実施計画
を策定した。

　関係各課で構成する庁内
環境会議及びなると環境づ
くり推進市民会議を開催し、
令和４年度の推進状況を検
証するとともにより効率的な
施策の推進を図るための実
施計画を策定する。
　「なると環境プラン推進計
画２０１７」の計画期間満了
に伴い、令和６年度の計画
の見直しに向けて検討を行
う。

　関係各課で構成する庁内
環境会議及びなると環境づ
くり推進市民会議を開催し、
令和５年度の推進状況を検
証するとともにより効率的な
施策の推進を図るための実
施計画を策定する。
　本市の環境や社会的な状
況の変化等を踏まえ、環境
基本計画の一部見直しを実
施する。

　環境基本計画の各施策について、庁内各部課が協力・連
携しながら取り組み、計画を体系的・効率的に推進する。

環境政策課・全庁

地球温暖化対策実行計画推進事業 　第５次鳴門市地球温暖化
対策実行計画に基づき、二
酸化炭素換算排出量削減に
向けて取り組んだ。
　また、オゾン層破壊の原因
となるフロン類の大気への
排出防止や、その必要性に
ついて市民等への啓発を
行った。

　第５次鳴門市地球温暖化
対策実行計画に基づき、二
酸化炭素換算排出量削減に
向けて取り組む。
　また、令和６年度の地方公
共団体実行計画（区域施策
編）の策定に向けて、本市の
再生可能エネルギーの導入
目標を策定する。

　継続して二酸化炭素換算
排出量削減に向けて取り組
む。
　また、国の目標の見直し等
の社会状況の変化を踏まえ
て、計画を見直すとともに、
新たに地方公共団体実行計
画（区域施策編）を策定す
る。

　第５次鳴門市地球温暖化対策実行計画に基づき、二酸化
炭素換算排出量について令和３年度から７年度までの５年
間で元年度排出量の１１．０％削減に向けて取り組む。

環境政策課・全庁
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

51 51 51

237 857 857

516 13,860

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

鳴門市環境衛生組合連合会との協働事業 　鳴門市環境衛生組合連合
会へ補助支援を行った。ま
た、同連合会と共に海岸清
掃活動を行ったほか、ＥＭ活
性液配布事業等を支援し
た。

　鳴門市環境衛生組合連合
会へ補助支援を行う。また
同連合会と共に他自治体の
先進的な取り組み事例の視
察や海岸清掃活動を行い、
ＥＭ活性液配布事業等を支
援する。

　継続して実施する。

　清掃活動やごみのリサイクル運動など様々な環境問題に
取り組んでいる「鳴門市環境衛生組合連合会」を継続して支
援していく。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

事業費小計

不法投棄監視市民パトロール支援事業 　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を
行った。また、市民と行政の
協働による不法投棄物撤去
作業を支援した。

　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を行
う。また、市民と行政の協働
による不法投棄物撤去作業
を支援する。

　継続して実施する。

　廃棄物の不適正処理の早期発見や未然防止のため、各地
区パトロール隊による継続的な監視活動や情報収集、環境
美化活動を支援する。

クリーンセンター廃棄物対策課
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基本方針１．    まち全体を考え、全員参加による環境づくりを進める

個別目標２．    環境教育・環境学習を進めよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

232 345 345

－ － －

658 743 743

890 1,088

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

学校におけるゴミ減量・リサイクルの推進 　EMを使ったプール清掃を
実施した。
（小学校10校・中学校2校）

　EMを使ったプール清掃を
実施する。

　継続して実施する。

　学校から排出される生ゴミをEMにより堆肥化したり、洗剤
を使わずEMでプールを清掃することにより、児童や生徒へ
の環境教育を推進する。

教育総務課　

水環境改善に関する教室 　例年、小学校で開催される
「みんなで水質汚濁を考える
教室」に参加し、下水道や合
併処理浄化槽などにより生
活排水がどのように処理さ
れているか説明を行った。

　県とともに小学校にて「み
んなで水質汚濁を考える教
室」を実施し、下水道や合併
処理浄化槽などにより生活
排水がどのように処理され
ているか説明を行う。

　継続して実施する。

　次代を担う子どもたちの環境意識を高めるため、水環境の
大切さや生活排水対策等に関する環境教育に取り組む。

下水道課・環境政策課

事業費小計

環境学習推進事業 　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施した。
○環境学習館利用者数
　 目標数 　 1,200人
　 利用者数   700人

　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施する。

　継続して実施する。

　リサイクルプラザ（環境学習館）等でごみ減量、環境問題に
ついての啓発事業を行う。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課
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基本方針１．    まち全体を考え、全員参加による環境づくりを進める

個別目標３．    参加・協働による環境づくりを進めよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

1,083 1,908 1,908

－ － －

　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供する
とともに、培養装置の新規設
置や更新に取り組む。
　資材を提供する団体が1団
体増加予定。

　継続して実施する。

　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行っ
た。

　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行う。

　継続して実施する。

EM活用水域環境改善・浄化対策事業

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

環境づくり推進市民会議の開催 　「なると環境づくり推進市民
会議」を開催し、「鳴門市環
境基本計画実施計画」に関
する意見を聴取して計画策
定に反映した。

　「鳴門市環境基本計画実
施計画」の策定に「なると環
境づくり推進市民会議」での
意見を反映させる。
　なお、市民会議委員の任
期満了により改選を行う（令
和5年7月～令和7年6月ま
で）。

　「なると環境づくり推進市民
会議」を開催し、「鳴門市環
境基本計画実施計画」に関
する意見を聴取して計画策
定に反映する。

　環境基本計画の進捗状況や市の環境施策について市民
の視点から意見や提案をいただくため、市民で構成した「な
ると環境づくり推進市民会議」を開催し、市民の意見や提案
を計画の推進に反映させていく。

環境政策課

　自治振興会等にEM活性液培養装置の貸与と、EM培養資
材の提供を行い、ＥＭを活用した河川や水路の水質浄化に
取り組む。また、本庁及びクリーンセンターにおいて、ＥＭ活
性液の配布を行う。

環境政策課

　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供した。
○ＥＭ培養装置貸与団体
　地区数
　目標12箇所、実績8箇所

新池川かわ普請事業
　市街地周辺の代表的河川である新池川を市民が自然に親
しむことができる親水空間となるよう河川管理者である徳島
県や「新池川をきれいにする会」と連携しながら保全と整備
に努め、その活用を図る。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

51 51 51

－ － －

11,336 11,590 11,590

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

鳴門市環境衛生組合連合会との協働事業 　鳴門市環境衛生組合連合
会へ補助支援を行った。ま
た、同連合会と共に海岸清
掃活動を行ったほか、ＥＭ活
性液配布事業等を支援し
た。

　鳴門市環境衛生組合連合
会へ補助支援を行う。また
同連合会と共に他自治体の
先進的な取り組み事例の視
察や海岸清掃活動を行い、
ＥＭ活性液配布事業等を支
援する。

　継続して実施する。

　清掃活動やごみのリサイクル運動など様々な環境問題に
取り組んでいる「鳴門市環境衛生組合連合会」を継続して支
援していく。

（再掲載）
環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

アドプト事業の推進 　河川や道路などにおける
アドプト事業の周知に努める
とともに、各団体が回収した
ごみを処理した。

　河川や道路などにおける
アドプト事業の周知に努める
とともに、各団体が回収する
ごみを処理する。

　継続して実施する。

　環境づくりへの市民参加の促進を図るため、河川や道路な
ど公共施設の管理に地域住民が参加するアドプト事業を推
進する。

土木課・クリーンセンター廃棄物対策課

地域環境美化活動支援 　地域に根差した環境美化
活動やハマボウ・ヒマワリま
つり・友好コスモス祭りなど、
鳴門市花街道・地域づくり
ネットワークや地域の緑化
推進団体や緑化推進に取り
組む中学校等への活動を支
援した。

　地域に根差した環境美化
活動やハマボウ・ヒマワリま
つり・友好コスモス祭りなど、
鳴門市花街道・地域づくり
ネットワークや地域の緑化
推進団体や緑化推進に取り
組む中学校等への活動を支
援する。

　継続して実施する。

　地域に根ざした、地域住民による主体的な環境美化活動を
支援する。

市民協働推進課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

1,391 1,835 1,835

20,966 15,000 未定

34,827 30,384

　飼い犬・猫の避妊・去勢手
術費の一部助成を行う。
件数上限
飼い犬・猫　合計　100件
　飼い主のいない猫の不妊
去勢手術費の一部について
補助金を交付する。
件数上限　120件

　継続して実施する。

　人と動物との調和のとれた共生社会の実現と、市民の快適
な生活環境を保持することを目的に、飼い犬・猫の避妊去勢
手術費の一部助成を行う。
　令和２年度からは飼い主のいない猫の不妊去勢手術費の
一部について補助金を交付する。

環境政策課

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

プラスチックごみ対策 　実施なし。 　プラスチックごみを含めた
環境問題を考えるパネル展
を実施する。

　継続して実施する。

　世界的課題である海洋プラスチックごみ等について、「新た
な汚染を生み出さない」、「プラスチックごみの海への流出を
抑える」ためプラスチックごみ問題に取り組む。
　その一環として、市職員の積極的なマイバッグの活用を推
進する。

環境政策課・全庁

（新）アフターコロナ事業者支援パッケージ事業 　コロナ禍に加え、電気・ガ
ス等のエネルギー価格高騰
により厳しい経営環境に置
かれている市内中小企業者
等に対して、事業所のエネ
ルギー消費量の削減を目的
として、省エネルギー化設備
投資支援事業補助金を交付
した。

　支援制度をアフターコロナ
事業者支援パッケージ事業
としてリニューアルし、省エ
ネルギー化設備の導入等、
脱炭素社会に向けた取り組
み「ＧＸ」や「ＤＸ」、人材確保
など市内中小企業者等のア
フターコロナを見据えた取り
組みに対し、補助金を交付
する。

　未定。

　連携協定を締結している(株)鳴門太陽光発電所からの寄
付金を活用し、脱炭素社会の実現に向けた設備導入、デジ
タル技術による生産性向上、必要な人材確保など、市内中
小企業等のアフターコロナを見据えた取り組みを総合的かつ
一体的に支援する。

いぬねこ愛護推進事業 　飼い犬・猫の避妊・去勢手
術費の一部助成を行った。
助成件数　76件
内訳
飼い犬　20件
飼い猫　56件
　飼い主のいない猫の不妊
去勢手術費の一部について
補助金を交付した。
補助金交付件数　107件

商工政策課

事業費小計　
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基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標４． 　豊かな海を守り育てよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

485,569 412,806 303,000

8,979 23,096 23,096

1,434 3,000 3,000

－ 12 12

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

公共下水道事業 　第3期事業区域の整備を
進めた。

　第3期事業区域の整備を
進める。

　継続して実施する。

　地域の生活環境や公共用水域の水質改善を図るため、旧
吉野川流域下水道事業の進捗に合わせて、本市における公
共下水道の整備を進める。

下水道課

合併処理浄化槽普及促進事業 　合併処理浄化槽への転換
費用の一部を助成した。ま
た、合併処理浄化槽の転換
促進等に関するパンフレット
を作成し、「広報なると」と併
せて配布するなど普及啓発
活動を実施した。

　合併処理浄化槽への転換
費用に対する助成金を増額
し、費用の一部を助成する。
また、水環境への意識向上
及び上記補助金の周知のた
め、普及啓発活動を実施す
る。

　転換費用の助成と水・環境
への意識向上及び補助金の
周知のため、普及啓発活動
を継続して実施する。

　河川や海域等公共用水域の水質汚濁の大きな原因となっ
ている生活雑排水を適正に処理するため、単独処理浄化
槽、汲み取り槽から合併処理浄化槽への転換費用の一部を
助成し、合併処理浄化槽の普及促進を図る。

下水道課

徳島県海面環境保全推進事業 　小型底曳網漁船を使用し
て海底堆積物を除去し、漁
場環境の保全に取り組ん
だ。

　小型底曳網漁船を使用し
て海底堆積物を除去し、漁
場環境の保全に取り組む。

　継続して実施する。

　海底に沈降している堆積物等を除去することによって自然
環境を保全し、生産基盤である藻場の復旧復元並びに漁業
環境の保全及び漁業生産の安定向上を図る。

農林水産課・水産振興室

リフレッシュ瀬戸内事業 　新型コロナウイルス感染症
の影響で事業中止となった。

　鳴門町土佐泊浦の海岸に
おいて、企業等と連携して海
岸清掃を実施する。

　継続して実施する。

　大毛海岸において、企業等と連携して海岸清掃を実施す
る。

土木課・クリーンセンター廃棄物対策課・環境政策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

－ － －

－ － －

495,982 438,914

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

地域住民等との協働による海岸清掃活動 　鳴門市環境衛生組合連合
会や地元自治会と連携し
て、県道鳴門公園線沿いの
海岸清掃を実施した。

　鳴門市環境衛生組合連合
会や地元自治会と連携し
て、県道鳴門公園線沿いの
海岸清掃を実施する。

　継続して実施する。

　海岸の漂着ごみや投棄ごみの清掃活動に鳴門市環境衛
生組合連合会や地元自治会と連携して取り組み、海岸の美
化に努める。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

ポートアドプト事業支援活動
　徳島県ＯＵＲポートアドプト事業で回収されたごみを適切に
処理する。

クリーンセンター廃棄物対策課

　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理した。

　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理する。

　継続して実施する。

環境政策課・全庁

事業費合計

プラスチックごみ対策 　実施なし。 　プラスチックごみを含めた
環境問題を考えるパネル展
を実施する。

　継続して実施する。

　世界的課題である海洋プラスチックごみ等について、「新た
な汚染を生み出さない」、「プラスチックごみの海への流出を
抑える」ためプラスチックごみ問題に取り組む。
　その一環として、市職員の積極的なマイバッグの活用を推
進する。

(再掲載）
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基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標５． 　身近な水環境を再生しよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

485,569 412,806 303,000

8,979 23,096 23,096

10,606 9,500 9,500

59,770 58,741 58,741

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

公共下水道事業 　第3期事業区域の整備を
進めた。

　第3期事業区域の整備を
進める。

　継続して実施する。

　地域の生活環境や公共用水域の水質改善を図るため、旧
吉野川流域下水道事業の進捗に合わせて、本市における公
共下水道の整備を進める。

（再掲載）
下水道課

合併処理浄化槽普及促進事業 　合併処理浄化槽への転換
費用の一部を助成した。ま
た、合併処理浄化槽の転換
促進等に関するパンフレット
を作成し、「広報なると」と併
せて配布するなど普及啓発
活動を実施した。

　合併処理浄化槽への転換
費用に対する助成金を増額
し、費用の一部を助成する。
また、水環境への意識向上
及び上記補助金の周知のた
め、普及啓発活動を実施す
る。

　転換費用の助成と水・環境
への意識向上及び補助金の
周知のため、普及啓発活動
を継続して実施する。

　河川や海域等公共用水域の水質汚濁の大きな原因となっ
ている生活雑排水を適正に処理するため、単独処理浄化
槽、汲み取り槽から合併処理浄化槽への転換費用の一部を
助成し、合併処理浄化槽の普及促進を図る。

（再掲載）
下水道課

農業用施設機能維持修繕 　市内各所で実施し、水環境
の改善を図った。

　市内各所で実施し、水環境
の改善を図る。

　継続して実施する。

　農業用・用排水路施設の機能維持修繕において、水路の
修繕・浚渫等を行ない、水環境の改善を図る。

農林水産課

多面的機能支払交付金事業
（「農地・水支払交付金事業」より名称変更）

　市内１９地区において実施
した。地域ぐるみでの活動に
より、農地・水等の環境保全
を図った。

　市内１９地区において実施
する。地域ぐるみでの活動
により、農地・水等の環境保
全を図る。

　継続して実施する。

　地域ぐるみでの農地や水を守る効果の高い共同活動と、
環境保全に向けた営農活動を支援する。

農林水産課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

1,083 1,908 1,908

1,122 1,600 1,600

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

新池川水質改善事業 　関係する水門・樋門を連携
して開閉することで、効率的
に導水し、水質改善を図っ
た。

　関係する水門・樋門を連携
して開閉することで、効率的
に導水し、水質改善を図る。

　継続して実施する。

　吉野川土地改良区が主体となって樋門管理者と連携し、旧
吉野川の河川水を小松原樋門から大谷川と大代谷川を経由
し、大代谷川上流の西の須樋門から新池川に取り入れるこ
とによって新池川の水質改善を図る。

農林水産課・環境政策課

EM活用水域環境改善・浄化対策事業 　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供した。
○ＥＭ培養装置貸与団体
　地区数
　目標12箇所、実績8箇所

　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供する
とともに、培養装置の新規設
置や更新に取り組む。
　資材を提供する団体が1団
体増加予定。

　継続して実施する。

　自治振興会等にEM活性液培養装置の貸与と、EM培養資
材の提供を行い、ＥＭを活用した河川や水路の水質浄化に
取り組む。また、本庁及びクリーンセンターにおいて、ＥＭ活
性液の配布を行う。

（再掲載）

環境政策課

市内水質調査事業 　市内２０箇所の河川や水
路において水質調査を実施
した。また、県の公共用水域
の測定計画に基づき、撫養
川と新池川の水質調査を毎
月実施した。

　市内２０箇所の河川や水
路において水質調査を実施
する。また、県の公共用水域
の測定計画に基づき、撫養
川と新池川の水質調査を毎
月実施する。

　継続して実施する。
　生活雑排水等で汚濁が進んでいる河川や水路の水質調査
を実施するとともに、水質改善の方策を検討する。

環境政策課
新池川かわ普請事業 　｢新池川をきれいにする会｣

が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行っ
た。

　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行う。

　継続して実施する。
　市街地周辺の代表的河川である新池川を市民が自然に親
しむことができる親水空間となるよう河川管理者である徳島
県や「新池川をきれいにする会」と連携しながら保全と整備
に努め、その活用を図る。

（再掲載）
環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

3,100 3,500 3,500

440 440 440

570,669 511,591

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

リバーアドプト事業支援活動
　徳島県ＯＵＲリバーアドプト事業を支援するとともに、アドプ
ト事業に参加する団体が回収したごみを適切に処理する。

　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理した。

　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理する。

　継続して実施する。

　継続して実施する。

　取水水源である一級河川旧吉野川支流の板東谷川等水
質調査を実施することにより、水源水質の状況を把握する。

クリーンセンター廃棄物対策課

河川や水路の浚渫 　市内の準用河川・普通河
川の機能維持回復に努め
た。
　また、定期的な調査も行っ
た。

　市内の準用河川・普通河
川の機能維持回復に努め
る。
　また、定期的な調査も行
う。

　継続して実施する。

　礫や砂等が堆積した河川や水路の浚渫を行い、流水の正
常な機能の維持を行う。

水道事業課・環境政策課

事業費小計　

土木課

板東谷川等の水質監視 　水道事業課が6月と12月に
5か所で、環境政策課が11
月に1か所で板東谷川等水
質調査を実施した。（BOD最
大値：0.6、最小値：0.5未満）

　水道事業課が6月と12月に
5か所で、環境政策課が11
月に1か所で板東谷川等水
質調査を実施する。
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基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標６． 　ふるさとの山を守ろう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

3,512 3,142 未定

440 440 440

463 583 583

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

ドイツ村公園整備事業 　ドイツ村公園周辺の景観
に配慮しながら、公園管理
業務や除草、剪定業務等を
行った。

　ドイツ村公園周辺の景観
に配慮しながら、公園管理
業務や除草、剪定業務等を
行う。

　継続して実施する。

　ドイツ館を中心に，山麓から山地に至る地域の地形や自然
環境の保全と活用を考えた、ドイツ村公園の整備を推進す
る。

公園緑地課

板東谷川等の水質監視 　水道事業課が6月と12月に
5か所で、環境政策課が11
月に1か所で板東谷川等水
質調査を実施した。（BOD最
大値：0.6、最小値：0.5未満）

　水道事業課が6月と12月に
5か所で、環境政策課が11
月に1か所で板東谷川等水
質調査を実施する。

　継続して実施する。

　取水水源である一級河川旧吉野川支流の板東谷川等水
質調査を実施することにより、水源水質の状況を把握する。

（再掲載）
水道事業課・環境政策課

「フクロウと子どもたちの森」づくり推進事業 　市民に芝生広場を貸出し
グラウンドゴルフの練習場と
して利用してもらうなど、身
近な里山の自然に親しみ、
森の整備に努めた。

　「フクロウと子どもたちの
森」を市民が気軽に自然と
触れ合える場として整備す
る。

　継続して実施する。

　瀬戸町浦代の山林を人と自然の共生空間として整備し、市
民が気軽に自然と触れ合うことのできる場づくりを進める。

環境政策課

「徳島県生活環境保全条例」による環境保全 　県や庁内関係課と、大気
の汚染、土砂の埋立、その
他について連携を図るなど、
生活環境の保全と生活の安
全を確保するための取組を
推進した。

　県や庁内関係課と、大気
の汚染、土砂の埋立、その
他について連携を図るなど、
生活環境の保全と生活の安
全を確保するための取組を
推進する。

　継続して実施する。

　県と連携して市民の生活環境の保全と生活の安全を確保
するための取組を推進する。

環境政策課・全庁
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ 600 600

－ 1,330 1,330

237 857 857

845 862 862

5,497 7,814

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

森林病害虫防除事業 　実施なし。 　枯木についてはマツクイム
シの繁殖を防ぐため、伐倒
駆除を行う。

　継続して実施する。

　マツクイムシの被害を受けた樹木の伐倒駆除や樹幹注入
等の松食い虫防除事業を行う。

農林水産課

治山林道整備事業 　実施なし。 　林道で荒れている路面等、
通行に支障を来す箇所を補
修する。

　継続して実施する。

　林道の維持管理等、森林整備の推進を図るとともに治山
事業を行う。

　継続して実施する。

　鳴門公園から島田島の島嶼部、大麻山周辺に整備されて
いる「四国のみち」について、国・県と連携しながら、安全・快
適に利用できるよう維持管理に努め、自然を探索できる場と
して活用を図っていく。

農林水産課

不法投棄監視市民パトロール支援事業 　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を
行った。また、市民と行政の
協働による不法投棄物撤去
作業を支援した。

　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を行
う。また、市民と行政の協働
による不法投棄物撤去作業
を支援する。

　継続して実施する。

　廃棄物の不適正処理の早期発見や未然防止のため、各地
区パトロール隊による継続的な監視活動や情報収集、環境
美化活動を支援する。

（再掲載）

観光振興課

事業費小計

クリーンセンター廃棄物対策課

「四国のみち」の維持管理事業 　鳴門市にある３コースにつ
いて、雑草を刈り払い、軽微
な補修・清掃を実施し、利用
者が安全・快適に利用でき
るよう努めた。

　鳴門市にある３コースにつ
いて、雑草を刈り払い、軽微
な補修・清掃を実施し、利用
者が安全・快適に利用でき
るよう努める。
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基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標７． 　農環境を持続的に守り、活用していこう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

27 40 40

360 434 434

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

地場産品の活用と食育の推進事業 　地産地消の観点から、地
域の特色ある学校給食の実
施に向けて、栄養教諭等が
試作品づくりを行うとともに、
毎月１９日を「なると学校食
育の日」として、地元の食材
を使った給食を実施した。

　地産地消の観点から、地
域の特色ある学校給食の実
施に向けて、栄養教諭等が
試作品づくりを行うとともに、
毎月１９日を「なると学校食
育の日」として、地元の食材
を使った給食を実施する。

　継続して実施する。

　地産地消の観点から、教科学習や調理員等を対象とした
調理実習で、地場産品の学習を行うとともに、地域の特産物
を使った学校給食の推進を図るなど、食を通じて地域に根ざ
した教育の実践に努める。

教育総務課

農水産物直販市開催事業（地産地消推進事業） 　「鳴門ウチノ海新鮮市」とし
て、平成19年度より毎月第1
土曜日（１月を除く）に農水
産物の直販市を開催。
　令和４年度は年間１０回の
開催を行い、定期的にイベ
ントを開催することにより来
場者の確保に努めた。
※　コロナ禍の影響で９月の
み中止

　「鳴門ウチノ海新鮮市」とし
て、毎月第1土曜日（１月を
除く）に農水産物の直販市を
開催する。定期的なイベント
の開催や周知の強化によ
り、更なる来場者の確保に
努める。

　継続して実施する。

　ウチノ海総合公園において、漁業者・農業者の連携によ
り、本市農水産物の直販を行い、生産者と消費者の顔の見
える関係を確立しながら、本市特産物の地産地消の推進と
産地育成を図る。

農林水産課

　エコファーマー制度の推進 　エコファーマーへの認定を
促進することにより、環境へ
配慮した持続的な農業生産
の規模拡大を図った。

　エコファーマーへの認定を
促進することにより、環境へ
配慮した持続的な農業生産
の規模拡大を図る。

　継続して実施する。

　エコファーマーへの認定を促進することにより、環境へ配慮
した持続的な農業生産の規模拡大を図る。

農林水産課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

7,315 7,529 7,529

－ － －

－ － －

1,303 1,914 1,914

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

鳴門市水田フル活用ビジョンの推進 　エコファーマーの推進、減
農薬・減肥料栽培技術の向
上を推進した。農業用水の
水質改善と安定的確保、自
然排水区域の拡大、用排水
分離による耕地の汎用化と
塩害防止を図るため、国営
農地防災事業等を推進し
た。

　エコファーマーの推進、減
農薬・減肥料栽培技術の向
上を推進する。農業用水の
水質改善と安定的確保、自
然排水区域の拡大、用排水
分離による耕地の汎用化と
塩害防止を図るため、国営
農地防災事業等を推進す
る。

　継続して実施する。

　鳴門市農業再生協議会（旧・水田農業振興協議会）による計
画的かつ包括的な持続性の高い農業生産の推進を図る。
　農業用水の水質改善と安定的確保及び自然配水区域の拡
大、用排水分離による耕地の汎用化と塩害防止を図るため、国
営農地防災事業等を推進し、用排水施設を整備する。

農林水産課

土地改良事業 　土地改良事業において、
生態系・地域環境に配慮し
た工法を導入し、実施に当
たっては、周辺の田園景観
や土地利用との調和に留意
して推進した。

　土地改良事業において、
生態系・地域環境に配慮し
た工法を導入し、実施に当
たっては、周辺の田園景観
や土地利用との調和に留意
する。

　継続して実施する。

　土地改良事業において、生態系・地域環境に配慮した工法
を導入し、実施に当たっては、周辺の田園景観や土地利用と
の調和に留意する。

農林水産課

遊休農地活用事業 　遊休農地活用のため、遊
休農地保有者に対する実態
調査をし、現状把握を行っ
た。

　遊休農地活用のため、遊
休農地保有者に対する実態
調査により現状把握を行う。

　継続して実施する。

　遊休農地活用のため、遊休農地保有者に対する実態調査
をし、情報交換や現状把握に努める。

農林水産課・農業委員会

鳥獣被害対策事業 　鳴門市有害鳥獣駆除対策
協議会に委託し、捕獲檻を
用いた有害鳥獣の捕獲駆除
を実施した。

　鳴門市有害鳥獣駆除対策
協議会に委託し、捕獲檻を
用いた有害鳥獣の捕獲駆除
を実施する。

　継続して実施する。

　有害鳥獣からの被害防止策として、捕獲檻や防護柵等の
整備を計画的に図ると共に鳴門市有害鳥獣駆除対策協議
会や地域等と連携する。

農林水産課・危機管理課・市民協働推進課・環境政策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

307 307 307

59,770 58,741 58,741

10,606 9,500 9,500

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

ミシシッピアカミミガメ捕獲事業
（産地育成事業）

　レンコンへの生産振興策と
して発育に悪影響を及ぼし
ているミシシッピアカミミガメ
の食害対策に、県・ＪＡ等と
協力して取り組んだ。

　レンコンへの生産振興策と
して発育に悪影響を及ぼし
ているミシシッピアカミミガメ
の食害対策に、県・ＪＡ等と
協力して取り組む。

　継続して実施する。

　外来種による生態系や自然環境への影響が拡大するな
か、本市においても、ミシシッピアカミミガメ（ミドリガメ）の大
量発生による、レンコンの生育への影響が問題視されてい
る。このため、生育影響調査を行うとともに、個体数の減少を
計画的に図ることで、全国に誇るブランド産地の健全な発展
と自然環境の持続的保全を図る。

農林水産課

多面的機能支払交付金事業
（「農地・水支払交付金事業」より名称変更）

　市内１９地区において実施
した。地域ぐるみでの活動に
より、農地・水等の環境保全
を図った。

　市内１９地区において実施
する。地域ぐるみでの活動
により、農地・水等の環境保
全を図る。

　継続して実施する。

　地域ぐるみでの農地や水を守る効果の高い共同活動と、
環境保全に向けた営農活動を支援する。

（再掲載）
農林水産課

農業用施設機能維持修繕 　市内各所で実施し、水環境
の改善を図った。

　市内各所で実施し、水環境
の改善を図る。

　継続して実施する。

　農業用・用排水路施設の機能維持修繕において、水路の
修繕・浚渫等を行ない、水環境の改善を図る。

（再掲載）
農林水産課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

8,979 23,096 23,096

88,667 101,561

　転換費用の助成と水・環境
への意識向上及び補助金の
周知のため、普及啓発活動
を継続して実施する。

　河川や海域等公共用水域の水質汚濁の大きな原因となっ
ている生活雑排水を適正に処理するため、単独処理浄化
槽、汲み取り槽から合併処理浄化槽への転換費用の一部を
助成し、合併処理浄化槽の普及促進を図る。

（再掲載）

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要

下水道課

事業費小計　

担当課
合併処理浄化槽普及促進事業 　合併処理浄化槽への転換

費用の一部を助成した。ま
た、合併処理浄化槽の転換
促進等に関するパンフレット
を作成し、「広報なると」と併
せて配布するなど普及啓発
活動を実施した。

　合併処理浄化槽への転換
費用に対する助成金を増額
し、費用の一部を助成する。
また、水環境への意識向上
及び上記補助金の周知のた
め、普及啓発活動を実施す
る。
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基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標８． 　野生の生きものの生息環境を守り、共存をはかろう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

1,997 4,050 4,050

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

コウノトリ定着推進事業 　地域住民や関係団体ととも
に、コウノトリの定着への環
境づくりに継続して取り組む
とともに、「鳴門市コウノトリ
ブランド認証制度」をはじ
め、環境に配慮した農業生
産を推進した。
　また、「ＮＰＯ法人とくしまコ
ウノトリ基金」と連携して、ビ
オトープの維持管理を行っ
た。

　地域住民や関係団体ととも
に、コウノトリの定着への環
境づくりに継続して取り組む
とともに、「鳴門市コウノトリ
ブランド認証制度」をはじ
め、環境に配慮した農業生
産を推進する。
　また、「ＮＰＯ法人とくしまコ
ウノトリ基金」と連携して、ビ
オトープの維持管理を行う。

　継続して実施する。

　地域住民や日本野鳥の会徳島県支部等と連携し、コウノト
リと人が共存できる環境づくりに努めると共に、地域農業の
振興や地域活性化につながる施策等に取り組む。

農林水産課・環境政策課・文化交流推進課

　移入種持ち込み防止 　土地改良区や水利組合と
連携して、ため池への移入
種持ち込みの防止に努め
た。

　土地改良区や水利組合と
連携し、ため池への移入種
持ち込みの防止に努める。

　継続して実施する。

　徳島県内水面漁業調整規則に基づき、市内の河川など漁
業資源に悪影響を及ぼすオオクチバスやブルーギルなど外
来魚の移植、リリース抑制の指導に努め、漁業資源の保護、
生態系の保全を図る。

農林水産課・環境政策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

16,049 17,324 17,324

463 583 583

－ － －

18,509 21,957

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

特定外来生物や移入種の拡大防止 　市内で発見されたアルゼン
チンアリやセアカゴケグモの
駆除・注意喚起を行った。ナ
ガエツルノゲイトウの駆除に
ついては、大津町内のほか
撫養町・大麻町の一部で実
施し、約4,990㎡・15ｔの駆除
等を実施した。

　アルゼンチンアリについて
駆除・注意喚起を継続すると
ともに、情報収集に取り組
む。ナガエツルノゲイトウの
駆除については、地元と協
議しながら、継続的に実施し
ていく。（R5駆除予定　3,030
㎡・9.1ｔ）また、駆除したナガ
エツルノゲイトウの堆肥化に
試験的に取り組む。

　継続して実施する。

　オオクチバス、アライグマ等の特定外来生物や移入種を野
外や河川に放すことのないよう周知徹底を図るほか、特定外
来生物であるナガエツルノゲイトウの除去を行ったり、除去
工事（県事業）を支援するなど、生態系の保全に努める。

農林水産課・環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

　継続して実施する。

　野生の生きものとの共存の道を探るため、野生生物の生
息環境の把握に努める。

「フクロウと子どもたちの森」づくり推進事業 　市民に芝生広場を貸出し
グラウンドゴルフの練習場と
して利用してもらうなど、身
近な里山の自然に親しみ、
森の整備に努めた。

　「フクロウと子どもたちの
森」を市民が気軽に自然と
触れ合える場として整備す
る。

　継続して実施する。

　瀬戸町浦代の山林を人と自然の共生空間として整備し、市
民が気軽に自然と触れ合うことのできる場づくりを進める。

（再掲載）

環境政策課

事業費小計

環境政策課

野生生物の生息環境の把握と活用 　実施なし。 　野生生物の生育環境の把
握と活用に努める。

19ページ



基本方針２． 　生存基盤としての自然を守り、活かす

個別目標９． 　美しい景観を守り、環境と調和した観光を育んでいこう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

2,186 2,000 2,000

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

鳴門海峡の渦潮の世界遺産化に向けた
　「なると観光ブランド化推進事業」

　兵庫・徳島「鳴門の渦潮」
世界遺産登録推進協議会を
中心に、世界遺産化に向
け、学術調査や世界遺産パ
ネル展などの普及啓発事業
を実施した。
　また、鳴門市うずしお観光
協会など民間団体等とも連
携し、豊かな自然景観を県
内外に広くPRするとともに、
海岸清掃などの保全活動を
実施した。

　兵庫・徳島「鳴門の渦潮」
世界遺産登録推進協議会を
中心に、世界遺産化に向
け、学術調査や出前講座な
どの普及啓発事業を実施す
る。
　また、鳴門市うずしお観光
協会など民間団体等とも連
携し、豊かな自然景観を県
内外に広くPRするとともに、
海岸清掃などの保全活動を
実施する。

　継続して実施する。

　優れた自然環境を有する鳴門海峡の渦潮の世界遺産への
登録を目指す取り組みを検討する。

観光振興課

鳴門公園植生回復事業 　総合的な学習の時間等を
利用して、ウバメガシなどの
ドングリを第3学年から第6学
年まで鉢で育て、卒業時期
に鳴門公園に植樹を行っ
た。

　総合的な学習の時間等を
利用して、ウバメガシなどの
ドングリを第3学年から第6学
年まで鉢で育て、卒業時期
に鳴門公園に植樹を行う。

　継続して実施する。

　桑島小学校の児童が学校で育てたウバメガシを、卒業年
度に鳴門公園において自然公園財団と協力しながら植樹を
行う。

学校教育課・観光振興課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

1,760 1,793 1,793

－ － －

845 862 862

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

観光地周辺地域の景観保全 　一般社団法人自然公園財
団と連携し、年間を通じた清
掃活動を行った。

　一般社団法人自然公園財
団と連携し、年間を通じた清
掃活動を行う。

　継続して実施する。

　自然公園財団など関係機関や事業者、地域住民等と連携
しながら、観光地周辺の投棄ごみを回収するなど鳴門公園
周辺の景観保全に努める。

観光振興課・クリーンセンター廃棄物対策課

各種イベント会場でのポイ捨て禁止 　鳴門市阿波おどり・鳴門市
納涼花火大会開催時には、
各所にごみステーションを設
置し、配置した職員により、
ごみの分別の呼びかけを行
う予定であったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止
のため、中止となった。

　鳴門市阿波おどり・鳴門市
納涼花火大会開催時には、
各所にごみステーションを設
置し、配置した職員により、
ごみの分別の呼びかけを行
う。

　継続して実施する。

　阿波おどり大会や花火大会等の各種イベント会場で、ごみ
のポイ捨て禁止、分別収集を呼びかけ、環境に配慮したイベ
ント開催に努める。

観光振興課

「四国のみち」の維持管理事業 　鳴門市にある３コースにつ
いて、雑草を刈り払い、軽微
な補修・清掃を実施し、利用
者が安全・快適に利用でき
るよう努めた。

　鳴門市にある３コースにつ
いて、雑草を刈り払い、軽微
な補修・清掃を実施し、利用
者が安全・快適に利用でき
るよう努める。

　継続して実施する。

　鳴門公園から島田島の島嶼部、大麻山周辺に整備されて
いる「四国のみち」について、国・県と連携しながら、安全・快
適に利用できるよう維持管理に努め、自然を探索できる場と
して活用を図っていく。

(再掲載)
観光振興課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

3,512 3,142 未定

－ － －

8,303 7,797

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要

　継続して実施する。

　四国八十八箇所霊場と遍路道の世界遺産登録に向けた取
り組みを行う。

担当課
ドイツ村公園整備事業 　ドイツ村公園周辺の景観

に配慮しながら、公園管理
業務や除草、剪定業務等を
行った。

　ドイツ村公園周辺の景観
に配慮しながら、公園管理
業務や除草、剪定業務等を
行う。

　継続して実施する。

　ドイツ館を中心に，山麓から山地に至る地域の地形や自然
環境の保全と活用を考えた、ドイツ村公園の整備を推進す
る。

(再掲載)

文化交流推進課

事業費小計

公園緑地課

四国八十八箇所霊場と遍路道の
世界遺産化推進事業

　四国遍路世界遺産登録推
進協議会の事業活動を通じ
て、遍路道を中心とした歴史
的な町並み景観の保全と環
境整備を図るための啓発を
行った。

　四国遍路世界遺産登録推
進協議会の事業活動を通じ
て、遍路道を中心とした歴史
的な町並み景観の保全と環
境整備を図るための啓発を
行う。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１０．    ごみを出さない生活・事業活動への転換をはかろう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

237 857 857

10,420 13,232 13,232

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

エコショップ推進事業
　エコショップ制度の浸透を図るため、ごみ減量化、リサイク
ルに取り組むことを自ら宣言した小売店の利用促進を図って
いく。

クリーンセンター廃棄物対策課

　エコショップ推進事業をご
み減量施策の一つと捉え、
県が認定する市内のエコ
ショップのリサイクルの取り
組みを紹介するなど利用を
呼びかけた。

　エコショップ推進事業をご
み減量施策の一つと捉え、
県が認定する市内のエコ
ショップのリサイクルの取り
組みを紹介するなど利用を
呼びかける。

　継続して実施する。

不法投棄監視市民パトロール支援事業 　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を
行った。また、市民と行政の
協働による不法投棄物撤去
作業を支援した。

　パトロール隊が実施する不
法投棄の未然防止のための
事業に対する補助支援を行
う。また、市民と行政の協働
による不法投棄物撤去作業
を支援する。

　継続して実施する。

　廃棄物の不適正処理の早期発見や未然防止のため、各地
区パトロール隊による継続的な監視活動や情報収集、環境
美化活動を支援する。

（再掲載）
クリーンセンター廃棄物対策課

資源ごみ対策事業
　報奨金制度を有効的に活用し、資源ごみの回収を促進す
る。

　資源ごみ回収制度の周知
を図るとともに、各団体が抱
える課題や問題の解決に向
け、個別に支援し、資源ごみ
回収団体の新設にも努め
た。
〇資源ごみ回収団体数:203

　資源ごみ回収制度の周知
を図るとともに、各団体が抱
える課題や問題の解決に向
け、個別に支援し、資源ごみ
回収団体の新設にも努め
る。

　継続して実施する。

クリーンセンター廃棄物対策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

53,171 67,865 67,865

658 743 743

5,289 6,380 6,380

－ － －

69,775 89,077

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

ごみ減量対策事業
　家庭への生ごみ処理機の購入補助、ＥＭボカシの無料配
布、コンポストの斡旋等による生ごみの減量対策を継続する
とともに、マイバック運動の促進等ごみの減量に関し広く市
民を対象とした啓発活動を行い、ごみの発生抑制や再生利
用の推進を図る。（平成25年度より「生ごみ減量対策事業」と「ご
み減量啓発事業」を統合）

　継続して実施するとともに
地域団体へ出向いての啓発
活動を行った。また、ごみ減
量に係る資源ごみ回収の支
援策を実施した。

　継続して実施するとともに
地域団体へ出向いての啓発
活動を行う。また、ごみ減量
に係る資源ごみ回収の支援
策を実施する。

　継続して実施する。

クリーンセンター廃棄物対策課

環境学習推進事業 　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施した。
○環境学習館利用者数
　 目標数 　 1,200人
　 利用者数   700人

　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施する。

　継続して実施する。

　リサイクルプラザ（環境学習館）等でごみ減量、環境問題に
ついての啓発事業を行う。

（再掲載）

　継続して実施する。

　環境物品の把握・購入を進める。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

ごみ焼却施設の適正管理 　適切な運転管理に努める
とともに、排ガスに関する定
期測定を実施し、その検査
結果を公表した。

　適切な運転管理に努める
とともに、排ガスに関する定
期測定を実施し、その検査
結果を公表する。

　継続して実施する。

　ごみ焼却施設の適正な運転管理に努めるとともに、ダイオ
キシン類などの定期測定を実施し、検査結果を公表する。

総務課・全庁

事業費小計

クリーンセンター管理課・クリーンセンター廃棄物対策課

グリーン商品購入 　一部の物品については、
環境物品の把握・購入に努
めた。

　一部の物品については、
環境物品の把握・購入に努
める。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１１．    快適で潤いある生活環境づくりを進めよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

32,959 30,600 未定

11,395 12,037 未定

－ － －

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

　空き地の雑草を除去する
よう土地所有者に文書等で
依頼を行った。

　快適で住みよい環境づくり
のため、空き地（民有地）の
適正管理について啓発に努
める。

　継続して実施する。空き地の雑草の草刈り
　快適で住みよい環境づくりのため、空き地（民有地）の適正
管理について啓発を行う。

環境政策課

公園・緑地の整備・管理 　だれもが気持ちよく利用で
きるよう、都市公園・緑地の
清掃や除草等整備ならびに
管理業務を行った。

　だれもが気持ちよく利用で
きるよう、都市公園・緑地の
清掃や除草等整備ならびに
管理業務を行う。

　継続して実施する。

　だれもが気持ちよく利用できるよう、都市公園や緑地の整
備・管理に努める。

公園緑地課
　まちの景観を引き立たせる
よう、街路樹の剪定や植樹
枡の修繕、街路花壇の管理
等業務を行った。

　まちの景観を引き立たせる
よう、街路樹の剪定や植樹
枡の修繕、街路花壇の管理
等業務を行う。

　継続して実施する。

　まちの景観を引き立たせ、心地よく移動できる街路樹の整
備と管理に努める。

公園緑地課

パークアドプト事業支援活動 　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理した。

　アドプト事業に参加する団
体が回収したごみを適切に
処理する。

　継続して実施する。

街路樹の整備と管理

　鳴門・大塚スポーツパークにおいて「徳島県ＯＵＲパークア
ドプト事業」で回収されたごみを適切に処理する。

クリーンセンター廃棄物対策課

新池川かわ普請事業 　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行っ
た。

　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行う。

　継続して実施する。

　市街地周辺の代表的河川である新池川を市民が自然に親
しむことができる親水空間となるよう河川管理者である徳島
県や「新池川をきれいにする会」と連携しながら保全と整備
に努め、その活用を図る。

（再掲載）
環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

2 4 4

5,572 7,100 8,100

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

ロードアドプト事業支援活動 　アドプト事業の周知に努め
るとともに、各団体が回収し
たごみを適切に処理した。

　アドプト事業に参加する団
体が回収するごみを適切に
処理する。

　継続して実施する。

　徳島県ＯＵＲロードアドプト事業、国（四国地方整備局）のボ
ランティア・サポート・プログラム徳島のアドプト事業を支援す
るとともに、他のアドプト事業に参加する団体が回収したごみ
を適切に処理する。

土木課・クリーンセンター廃棄物対策課

歩行者や自転車利用者の利便性 　8月8日に、鳴門駅周辺駐
輪場と撫養駅駐輪場におい
て、鳴門警察署、撫養地区
の安全を守る会、市民協働
推進課、土木課、廃棄物対
策課と協同で、長期に放置
されていた自転車の撤去を
行った。
　「鳴門市放置自転車等防
止条例」に基づき放置自転
車対策を実施した。

　継続して放置自転車の撤
去作業を実施する予定。
　「鳴門市放置自転車等防
止条例」に基づき放置自転
車対策を実施する。

　継続して実施する。

　歩行者が安全に利用できる環境整備を推進するとともに、
自転車を利用しやすいまちづくりに取り組む。

市民協働推進課・土木課・クリーンセンター廃棄物対策課

市道の除草業務 　市道の通行に支障がない
よう、良好な道路維持に努
めた。

　市道の通行に支障がない
よう、良好な道路維持に努
める。

　継続して実施する。

　市道を市民が安全に利用できるよう、良好な道路維持に努
める。

土木課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

26,620 26,620 26,620

485,569 412,806 303,000

55,424 44,600 未定

8,149 16,034 未定

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

街路灯整備事業 　LED化された照明灯の維
持管理を実施した。

　LED化された照明灯の維
持管理を実施する。

　継続して実施する。

　道路照明灯や防犯灯といった街路灯について、交通事故
防止や防犯上、安心、安全に通行できることを目的に、設置
基準も勘案しながら、合理的な整備を行う。

土木課

公共下水道事業 　第3期事業区域の整備を進
めた。

　第3期事業区域の整備を
進める。

　継続して実施する。

　地域の生活環境や公共用水域の水質改善を図るため、旧
吉野川流域下水道事業の進捗に合わせて、本市における公
共下水道の整備を進める。

(再掲載）
下水道課

市営住宅改善事業 　高島団地B棟外部改修工
事等を実施した。

　明神第２団地浴室改修工
事等を実施する。

　桑島第２団地A棟浴室等改
修工事等を実施する。　市営住宅を効果的に活用するため、施設の適切な改修を

実施する。

まちづくり課

空家等対策事業 　16戸（通常分）の老朽危険
空き家に対し除却工事費用
の一部助成を実施した。併
せて老朽空き家を除却した
後の土地に対する固定資産
税を減免する制度を実施し
た。
　また、特定空家等の措置
対応について検討するととも
に、空家等対策計画（H29-
R8）を改定した。

　18戸（通常分）、1戸（緊急
分）、3戸（長屋分）の老朽危
険空き家に対し除却工事費
用の一部助成を実施する。
併せて老朽空き家を除却し
た後の土地に対する固定資
産税を減免する制度を実施
する。
　また、特定空家等の認定
や助言・指導等を行っていく
ほか、空き家の発生抑制に
向けた周知啓発を行う。

　継続して実施する。

　災害等により倒壊し、道路の閉塞や隣地等に影響を与える
おそれのある老朽空き家の除却を促進するとともに、空家等
の適正管理や利活用を促進する。

まちづくり課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

165,959 168,838 未定

791,649 718,639

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要

　継続して実施する。
　「鳴門市地域公共交通計画」に基づき、効率的で持続可能
な公共交通体系の構築を図る。

担当課
障がい者や高齢者にやさしいまちづくり 　市有施設の改修時等に段

差の解消、手すり等の工事
を担当課と協議し、実施し
た。

　市有施設の改修時等に段
差の解消、手すり等の工事
を担当課と協議し、実施予
定。

　継続して実施する。

　ユニバーサルデザインを取り入れた障がい者や高齢者に
やさしいまちづくりを進める。

戦略企画課・地域交通推進室

事業費小計

まちづくり課・各施設管理課
公共交通対策事業 　鳴門市地域バス・協定路

線の運行を行うとともに、新
たな公共交通の検討及び計
画の策定作業を進め、令和
5年2月に「鳴門市地域公共
交通計画」を策定した。

　鳴門市地域バス・協定路
線の運行を行うとともに、地
域公共交通計画に基づき、
多様なニーズに対応した新
たな移動手段の検討や公共
交通体系の構築に努める。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１２．    エネルギーを大切にしよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

－ － －

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

省エネルギー推進事業 　クールビズやウォームビズ
を実施し、全庁的に節電に
取り組むとともに、取り組み
状況について、市公式ウェブ
サイトに公表し情報発信に
努めた。Ｒ３年度に導入した
公用自転車の利用促進を
図った。特に、原油価格高
騰や電力不足に対応するた
めに「庁舎関連における二
次エネルギー削減に取り組
んだ。

　クールビズやウォームビズ
を実施し、全庁的に節電に
取り組むとともに、取り組み
状況について、市公式ウェブ
サイトに公表し情報発信に
努める。また、公用自転車の
利用促進を図るとともに、新
たに公用電動バイクを導入
する。R4年度に引き続き、省
エネルギー対策を徹底す
る。

　継続して実施する。

　エネルギーの消費量を抑えるための取り組みを推進する。

環境政策課・総務課・全庁

再生可能エネルギー導入事業 　市公共施設や市遊休地を
活用した屋根貸し・土地貸し
による太陽光発電を継続し
て有効利用するとともに、再
生可能エネルギー導入につ
いて検討した。

　市公共施設や市遊休地を
活用した屋根貸し・土地貸し
による太陽光発電を継続し
て有効利用するとともに、再
生可能エネルギー導入につ
いて検討する。

　継続して実施する。

　鳴門市の自然環境や社会環境と調和し地域経済の活性化
に貢献する再生可能エネルギーの導入促進を図る。

環境政策課・商工政策課・総務課

緑のカーテン普及促進事業 　環境学習館で育成した
ゴーヤ苗を市民（希望者）に
無料で配布した。また、市民
への啓発活動の一環とし
て、緑のカーテンコンテスト
を実施した。

　ゴーヤ苗を市民（希望者）
に無料で配布する。

　継続して実施する。

　夏場の冷房に要する電気使用量削減に有効な「緑のカー
テン」の普及を図る。

環境政策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

658 743 743

53,171 67,865 67,865

20,570 20,416 22,000

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

環境学習推進事業 　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施した。
○環境学習館利用者数
　 目標数 　 1,200人
　 利用者数   700人

　環境学習館で、ごみの減
量やリサイクルに関する教
室を開催するなど啓発事業
を実施する。

　継続して実施する。

　リサイクルプラザ（環境学習館）等でごみ減量、環境問題に
ついての啓発事業を行う。

（再掲載）

　漏水を早期に発見し修繕
することにより、漏水率の低
減と水資源の保全を図るた
め、計画的に漏水調査を実
施する。（中央水系を実施）

　継続して実施する。

　上水道について、漏水量の調査により漏水率の低減を図
る。

環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

ごみ焼却量の削減
　ごみの焼却処理にかかるエネルギー消費の削減に向け、
ごみの減量化を図る。

　広報紙等でEMボカシや生
ごみ処理機等を利用したご
みの発生抑制や再生利用に
ついて情報発信するととも
に、分別の徹底とごみ出し
ルールについても周知した。
また、出前講座でマイバッグ
を作成し、レジ袋削減の必
要性やごみの減量、再資源
化について講習を行った。

　広報紙等でEMボカシや生
ごみ処理機等を利用したご
みの発生抑制や再生利用に
ついて情報発信するととも
に、分別の徹底とごみ出し
ルールについても周知する。
また、出前講座でマイバッグ
を作成し、レジ袋削減の必
要性やごみの減量、再資源
化について講習を行う。

　継続して実施する。

クリーンセンター廃棄物対策課

上水道の漏水率の低減 　漏水を早期に発見し修繕
することにより、漏水率の低
減と水資源の保全を図るた
め、計画的に漏水調査を実
施した。（中央水系以外を実
施）

水道事業課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

20,966 15,000 未定

95,365 104,024

事業概要
担当課

学校施設自然エネルギー活用推進事業

　未定。

　連携協定を締結している(株)鳴門太陽光発電所からの寄
付金を活用し、脱炭素社会の実現に向けた設備導入、デジ
タル技術による生産性向上、必要な人材確保など、市内中
小企業等のアフターコロナを見据えた取り組みを総合的かつ
一体的に支援する。

（再掲載）

　継続して実施する。

　学校施設に、太陽光発電など自然エネルギーを活用し、省
エネルギー対策に取り組むとともに、環境教育の推進を図
る。

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

商工政策課

教育総務課　

事業費小計　

　既設の施設を活用し、環境
教育の推進を図った。

　既設の施設を活用し、環境
教育の推進を図る。

（新）アフターコロナ事業者支援パッケージ事業 　コロナ禍に加え、電気・ガ
ス等のエネルギー価格高騰
により厳しい経営環境に置
かれている市内中小企業者
等に対して、事業所のエネ
ルギー消費量の削減を目的
として、省エネルギー化設備
投資支援事業補助金を交付
した。

　支援制度をアフターコロナ
事業者支援パッケージ事業
としてリニューアルし、省エ
ネルギー化設備の導入等、
脱炭素社会に向けた取り組
み「ＧＸ」や「ＤＸ」、人材確保
など市内中小企業者等のア
フターコロナを見据えた取り
組みに対し、補助金を交付
する。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１３．    きれいで安全な環境を守ろう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

485,569 412,806 303,000

3,910 10,000 10,000

8,979 23,096 23,096

117,597 367,478 200,010

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

公共下水道事業 　第3期事業区域の整備を
進めた。

　第3期事業区域の整備を
進める。

　継続して実施する。

　地域の生活環境や公共用水域の水質改善を図るため、旧
吉野川流域下水道事業の進捗に合わせて、本市における公
共下水道の整備を進める。

(再掲載）
下水道課

下水道への接続促進事業 　下水道への接続を促進す
るため、早期に排水設備工
事を実施した方に助成を
行った。また、普及促進キャ
ンペーンとして、グループ申
請の要件を期間限定で緩和
した。

　下水道への接続を促進す
るため、早期に排水設備工
事を実施した方に助成を行
う。また、普及促進キャン
ペーンを引き続き実施すると
ともに新たな助成制度も検
討する。

　下水道への接続を促進す
るため、早期に排水設備工
事を実施した方に継続して
助成を行う。

　下水道への接続を促進するため、接続にかかる排水設備
費用の助成制度を実施する。

下水道課

合併処理浄化槽普及促進事業 　合併処理浄化槽への転換
費用の一部を助成した。ま
た、合併処理浄化槽の転換
促進等に関するパンフレット
を作成し、「広報なると」と併
せて配布するなど普及啓発
活動を実施した。

　合併処理浄化槽への転換
費用に対する助成金を増額
し、費用の一部を助成する。
また、水環境への意識向上
及び上記補助金の周知のた
め、普及啓発活動を実施す
る。

　転換費用の助成と水・環境
への意識向上及び補助金の
周知のため、普及啓発活動
を継続して実施する。

　河川や海域等公共用水域の水質汚濁の大きな原因となっ
ている生活雑排水を適正に処理するため、単独処理浄化
槽、汲み取り槽から合併処理浄化槽への転換費用の一部を
助成し、合併処理浄化槽の普及促進を図る。

（再掲載）
下水道課

公共下水道維持管理事業（雨水） 　雨水ポンプ場の耐震化に
取り組むとともに、施設のス
トックマネジメント計画に基
づき施設の老朽化対策に取
り組んだ。

　雨水ポンプ場の耐震化工
事を実施するとともに、ストッ
クマネジメント計画に基づき
施設の老朽化対策に取組
む。

　継続して実施する。

  鳴門市中心部における塩田跡地の浸水対策として、老朽
化しているポンプ場施設及び管渠の改築、長寿命化を進め
る。

下水道課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

1,083 1,908 1,908

－ － －

－ － －

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

EM活用水域環境改善・浄化対策事業 　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供した。
○ＥＭ培養装置貸与団体
　地区数
　目標12箇所、実績8箇所

　培養装置設置団体に、引
き続き培養資材を提供する
とともに、培養装置の新規設
置や更新に取り組む。
　資材を提供する団体が1団
体増加予定。

　継続して実施する。

　自治振興会等にEM活性液培養装置の貸与と、EM培養資
材の提供を行い、ＥＭを活用した河川や水路の水質浄化に
取り組む。また、本庁及びクリーンセンターにおいて、ＥＭ活
性液の配布を行う。

（再掲載）
環境政策課

新池川かわ普請事業 　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行っ
た。

　｢新池川をきれいにする会｣
が実施する清掃、ＥＭだんご
投入などへの支援を行うとと
もに、事業により発生するご
みの収集及び処理を行う。

　継続して実施する。

　市街地周辺の代表的河川である新池川を市民が自然に親
しむことができる親水空間となるよう河川管理者である徳島
県や「新池川をきれいにする会」と連携しながら保全と整備
に努め、その活用を図る。

（再掲載）
環境政策課・クリーンセンター廃棄物対策課

ごみの野外焼却防止の啓発 　野焼きやごみの焼却は禁
止されていることについて、
市民の方に指導した。

　野焼きやごみの焼却は禁
止されていることについて、
市民の方に指導する。

　継続して実施する。

　日常の快適な生活環境に支障をきたす、ごみの焼却や野
焼きをしないよう、市民への周知啓発に取り組む。

環境政策課

騒音・振動に関する環境基準の達成 　県の航空機騒音調査に協
力した。また、騒音・振動に
関する相談に対応した。

　県の航空機騒音調査に協
力する。また、騒音・振動に
関する相談に対応する。

　継続して実施する。

　騒音、振動調査と要因の防止対策に努める。

環境政策課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

1,371 － －

3,108 5,905 5,905

32,055 47,150 36,701

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

災害対策の推進 　「地震津波対策推進計画」
の進捗確認・評価を行った。
また、昨年度作成した土砂
災害・洪水ハザードマップと
高潮ハザードマップを全世
帯に配布した。さらに、津波
避難マップの見直しを行っ
た。（最新の避難場所等に
更新した。）

　「地震津波対策推進計画」
の進捗確認・評価・計画の
見直しを行う。
内水ハザードマップ作成に
ついて関係課と検討する。

　継続して実施する。

　災害に負けないまちづくりを推進するため、地域防災計画
に定めた地震・津波対策に取り組むための施策や事業を体
系的に位置づけた「地震津波対策推進計画」を着実に実施
する。
　また、地震・津波以外の災害についてもハザードマップの
作成及び見直しなどの取り組みを推進する。

危機管理課

自主防災組織活動推進事業 　自主防災組織が行う活動
等について、協力及び活動
資金の助成等で支援した。

　自主防災組織が行う活動
等について、協力及び活動
資金の助成等で支援する。

　継続して実施する。

　自主防災組織に対して、自主的かつ主体的な防災活動を
推進・継続するため、自主防災組織が行う活動等について
指導や協力及び活動資金の助成等で支援する。

危機管理課

木造住宅耐震化促進事業 　43戸の耐震診断、及び10
戸の耐震補強計画に対し財
政支援するとともに、耐震改
修19戸、耐震シェルター2
戸、スマート化16戸、及び住
替え等に伴う除却5戸に対し
費用の一部助成を実施し
た。

　65戸の耐震診断、及び11
戸の耐震補強計画に対し財
政支援するとともに、耐震改
修26戸、耐震シェルター3
戸、スマート化27戸、及び住
替え等に伴う除却7戸に対し
費用の一部助成を実施予
定。

　継続して実施する。

　大地震における木造住宅の倒壊等による被害の軽減を図
るため、耐震診断や耐震改修等を促進し、耐震化を推進す
る。

まちづくり課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

8,149 16,034 未定

32,959 30,600 未定

397,946 427,090 427,090

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

空家等対策事業 　16戸（通常分）の老朽危険
空き家に対し除却工事費用
の一部助成を実施した。併
せて老朽空き家を除却した
後の土地に対する固定資産
税を減免する制度を実施し
た。
　また、特定空家等の措置
対応について検討するととも
に、空家等対策計画（H29-
R8）を改定した。

　18戸（通常分）、1戸（緊急
分）、3戸（長屋分）の老朽危
険空き家に対し除却工事費
用の一部助成を実施する。
併せて老朽空き家を除却し
た後の土地に対する固定資
産税を減免する制度を実施
する。
　また、特定空家等の認定
や助言・指導等を行っていく
ほか、空き家の発生抑制に
向けた周知啓発を行う。

　継続して実施する。

　災害等により倒壊し、道路の閉塞や隣地等に影響を与える
おそれのある老朽空き家の除却を促進するとともに、空家等
の適正管理や利活用を促進する。

（再掲載）
まちづくり課

公園・緑地の整備・管理 　だれもが気持ちよく利用で
きるよう、都市公園・緑地の
清掃や除草等整備ならびに
管理業務を行った。

　だれもが気持ちよく利用で
きるよう、都市公園・緑地の
清掃や除草等整備ならびに
管理業務を行う。

　継続して実施する。

　だれもが気持ちよく利用できるよう、都市公園や緑地の整
備・管理に努める。

（再掲載）
公園緑地課

道路橋梁長寿命化修繕事業 　橋梁修繕工事１１橋、橋梁
修繕設計５橋、橋梁小修繕
１４橋を実施した。

　橋梁修繕工事１６橋、橋梁
修繕設計１５橋を実施する。

　継続して実施する。

　今後高齢化を迎える橋梁の増大に対応するため、従来の
対症療法的措置から予防保全的措置へと政策転換し、橋梁
長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の延命化を図る。

土木課
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

93,300 335,893 150,000

27,147 27,651 27,651

－ － －

1,213,173 1,705,611

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

排水機場樋門整備事業 　長寿命化計画に基づき、
維持管理を実施した。
　明神第八排水機場、日出
第二排水機場の新設工事を
実施した。（R5年度に完成予
定）

　長寿命化計画に基づき、
高島八軒浜樋門、濘岩排水
機場の長寿命化工事を実施
する。

　継続して実施する。

　大雨等の災害から市民の人命・財産を守るため、年次計画
に基づき、老朽化している排水機場の改修を行う。

　継続して実施する。

　世界的課題である海洋プラスチックごみ等について、「新た
な汚染を生み出さない」、「プラスチックごみの海への流出を
抑える」ためプラスチックごみ問題に取り組む。
　その一環として、市職員の積極的なマイバッグの活用を推
進する。

(再掲載）

土木課

道路側溝の清掃 　道路側溝の流下能力の確
保等、良好な道路維持に努
めた。

　道路側溝の流下能力の確
保等、良好な道路維持に努
める。

　継続して実施する。
　道路冠水の防止や快適な住環境づくりのため計画的に市
道の清掃を行う。

環境政策課・全庁

事業費小計

土木課

プラスチックごみ対策 　実施なし。 　プラスチックごみを含めた
環境問題を考えるパネル展
を実施する。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１４．    化学物質による環境汚染を防止しよう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

－ － －

－ － －

－ － －

5,289 6,380 6,380

5,289 6,380

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

県地下水質監視事業に協力 　「県土壌及び地下水中の
ダイオキシン類の調査」及び
「県地下水質監視事業」に協
力した。

　「県土壌及び地下水中の
ダイオキシン類の調査」及び
「県地下水質監視事業」に協
力する。

　継続して実施する。

　県土壌及び地下水中のダイオキシン類の調査に協力す
る。

環境政策課

有害化学物質の監視 　県オキシダント緊急時報発
令時における、本市の緊急
連絡系統図を作成し、県と
協力して監視に努めた。

　県オキシダント緊急時報発
令時における、本市の緊急
連絡系統図を作成、県と協
力して監視に努める。

　継続して実施する。

　化学物質の使用実態の把握と、監視に努める。

環境政策課

　継続して実施する。

　ごみ焼却施設の適正な運転管理に努めるとともに、ダイオ
キシン類などの定期測定を実施し、検査結果を公表する。

（再掲載）

ごみの野外焼却防止の啓発 　野焼きやごみの焼却は禁
止されていることについて、
市民の方に指導した。

　野焼きやごみの焼却は禁
止されていることについて、
市民の方に指導する。

　継続して実施する。

　日常の快適な生活環境に支障をきたす、ごみの焼却や野
焼きをしないよう、市民への周知啓発に取り組む。

（再掲載）

クリーンセンター管理課・クリーンセンター廃棄物対策課

事業費小計

環境政策課

ごみ焼却施設の適正管理 　適切な運転管理に努める
とともに、排ガスに関する定
期測定を実施し、その検査
結果を公表した。

　適切な運転管理に努める
とともに、排ガスに関する定
期測定を実施し、その検査
結果を公表する。
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基本方針３．    環境と人にやさしい暮らし方、持続可能なまちづくりを進める

個別目標１５．    地域から地球環境保全に取り組もう
（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

228 12,952 15,125

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

地球温暖化対策実行計画推進事業 　第５次鳴門市地球温暖化
対策実行計画に基づき、二
酸化炭素換算排出量削減に
向けて取り組んだ。
　また、オゾン層破壊の原因
となるフロン類の大気への
排出防止や、その必要性に
ついて市民等への啓発を
行った。

　第５次鳴門市地球温暖化
対策実行計画に基づき、二
酸化炭素換算排出量削減に
向けて取り組む。
　また、令和６年度の地方公
共団体実行計画（区域施策
編）の策定に向けて、本市の
再生可能エネルギーの導入
目標を策定する。

　継続して二酸化炭素換算
排出量削減に向けて取り組
む。
　また、国の目標の見直し等
の社会状況の変化を踏まえ
て、計画を見直すとともに、
新たに地方公共団体実行計
画（区域施策編）を策定す
る。

　第５次鳴門市地球温暖化対策実行計画に基づき、二酸化
炭素換算排出量について令和３年度から７年度までの５年
間で元年度排出量の１１．０％削減に向けて取り組む。

（再掲載）
環境政策課・全庁

再生可能エネルギー導入事業 　市公共施設や市遊休地を
活用した屋根貸し・土地貸し
による太陽光発電を継続し
て有効利用するとともに、再
生可能エネルギー導入につ
いて検討した。

　市公共施設や市遊休地を
活用した屋根貸し・土地貸し
による太陽光発電を継続し
て有効利用するとともに、再
生可能エネルギー導入につ
いて検討する。

　継続して実施する。

　鳴門市の自然環境や社会環境と調和し地域経済の活性化
に貢献する再生可能エネルギーの導入促進を図る。

（再掲載）
環境政策課・商工政策課・総務課

38ページ



（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

20,570 20,416 22,000

－ 600 600

－ 1,330 1,330

－ － －

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要
担当課

上水道の漏水率の低減 　漏水を早期に発見し修繕
することにより、漏水率の低
減と水資源の保全を図るた
め、計画的に漏水調査を実
施した。（中央水系以外を実
施）

　漏水を早期に発見し修繕
することにより、漏水率の低
減と水資源の保全を図るた
め、計画的に漏水調査を実
施する。（中央水系を実施）

　継続して実施する。

　上水道について、漏水量の調査により漏水率の低減を図
る。

（再掲載）

（再掲載）

水道事業課

森林病害虫防除事業 　実施なし。 　枯木についてはマツクイム
シの繁殖を防ぐため、伐倒
駆除を行う。

　継続して実施する。

　マツクイムシの被害を受けた樹木の伐倒駆除や樹幹注入
等の松食い虫防除事業を行う。

（再掲載）

　プラスチックごみを含めた
環境問題を考えるパネル展
を実施する。

　継続して実施する。

　世界的課題である海洋プラスチックごみ等について、「新た
な汚染を生み出さない」、「プラスチックごみの海への流出を
抑える」ためプラスチックごみ問題に取り組む。
　その一環として、市職員の積極的なマイバッグの活用を推
進する。

(再掲載）

農林水産課

治山林道整備事業 　実施なし。 　林道で荒れている路面等、
通行に支障を来す箇所を補
修する。

　継続して実施する。

　林道の維持管理等、森林整備の推進を図るとともに治山
事業を行う。

環境政策課・全庁

農林水産課

プラスチックごみ対策 　実施なし。
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（単位：千円）

事業費 事業費 事業費

20,966 15,000 未定

41,764 50,298

1,768,461 2,302,642

　支援制度をアフターコロナ
事業者支援パッケージ事業
としてリニューアルし、省エ
ネルギー化設備の導入等、
脱炭素社会に向けた取り組
み「ＧＸ」や「ＤＸ」、人材確保
など市内中小企業者等のア
フターコロナを見据えた取り
組みに対し、補助金を交付
する。

　未定。

　連携協定を締結している(株)鳴門太陽光発電所からの寄
付金を活用し、脱炭素社会の実現に向けた設備導入、デジ
タル技術による生産性向上、必要な人材確保など、市内中
小企業等のアフターコロナを見据えた取り組みを総合的かつ
一体的に支援する。

(再掲載）
商工政策課

事業名
R4年度の実施内容 R5年度 R6年度

事業概要

事業費小計

事業費総計　（再掲載除外）

（新）アフターコロナ事業者支援パッケージ事業 　コロナ禍に加え、電気・ガ
ス等のエネルギー価格高騰
により厳しい経営環境に置
かれている市内中小企業者
等に対して、事業所のエネ
ルギー消費量の削減を目的
として、省エネルギー化設備
投資支援事業補助金を交付
した。

担当課
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